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図１．辺の長さがフィボナッチ数列の正方形図１．辺の長さがフィボナッチ数列の正方形

フィボナッチ数列とは、１，１，２，３，５，８，１３，２１，３４，５５，８９，１４４，２３３，

３７７，６１０，９８７，１５９７，２５８４，４１８１，６７６５，１０９４６…という数の並びです。

この数の並びにどんな法則があるかわかるでしょうか？よく見ると、１＋１＝２、１＋２＝３、

２＋３＝５、３＋５＝８、５＋８＝１３、８＋１３＝２１、１３＋２１＝３４…と、隣り合わせ

の２つの数を足し算した数が、次の数になっています。

イタリアの数学者レオナルド・フィボナッチが、ウサギのつがいがこのように増えてい

くと考えたことから、この数の並びはフィボナッチ数列と呼ばれています。

フィボナッチ数列を幾何学

的に表わすのに、図１のよう

に正方形を螺旋状に並べる

ことがあります。前の２つの数

の和が次の数になるのですか

ら、辺の長さだけに注目すれ

ば、一辺の長さがフィボナッチ

数列になっている正方形をこ

のように並べることができるこ

とがわかります。

今年２月～５月に開催した

企画展「色と形のふしぎ」では、松ぼっくりやサボテンが展示されていました。というの

も、松ぼっくりにはウロコのような鱗片（りんぺん）というものがらせん状に並んでいます

が、この並びがフィボナッチ数列と関係しているのです。時計回りに外へ広がるらせん

とみると、鱗片の並びは８列あります。ところが反時計回りに外へ広がるらせんとみる

と、鱗片の並びは１３列あるのです。

図２．松ぼっくりの鱗片の並び図２．松ぼっくりの鱗片の並び
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図３．サボテンのトゲの列図３．サボテンのトゲの列

数列 前の数との比

１ －

１ １

２ ２

３ １.５

５ １.６６６６６６６６６６６６６…

８ １.６

１３ １.６２５

２１ １.６１５３８４６１５３８４６…

３４ １.６１９０４７６１９０４７６…

５５ １.６１７６４７０５８８２３５…

８９ １.６１８１８１８１８１８１８…

１４４ １.６１７９７７５２８０８９８…

２３３ １.６１８０５５５５５５５５５…

… …

４６３６８ １.６１８０３３９８８２０５３…

７５０２５ １.６１８０３３９８８９５７９…

１２１３９３ １.６１８０３３９８８６７０４…

１９６４１８ １.６１８０３３９８８７８０２…

表１．フィボナッチ数列の隣り合わせの数の比表１．フィボナッチ数列の隣り合わせの数の比

このように、時計回りと反時計回りの鱗片

の並びの列の数が、フィボナッチ数列の隣り

合わせの２つの数になっているというのです。

偶然…と思うかもしれませんが、他の松ぼ

っくりもだいたいこの数なのです。また、隣に

展示していたサボテンでも同じようにトゲがら

せん状に並んでいて、図３の赤い糸の向きで

数えたトゲの列の数と青い糸の向きで数えた

トゲの列の数もフィボナッチ数列の隣り合わ

せの２つの数になっています。サボテンを回

転させた動画をツイッターに上げていますの

で、何列並んでいるか数えてみてください。

（ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ.ｃｏｍ／ｇａｋｕｇｅｉ_ｏｓｍ／

ｓｔａｔｕｓ／１４９９３３８２６４６６６６０７６１８）

では、そのフィボナッチ数列の隣り

合わせの２つの数にはどのような関

係があるのでしょうか。表１は、フィボ

ナッチ数列のある数が、ひとつ前の

数の何倍になっているかの比を求め

たものです。すると、この比はだんだ

ん１.６１８０３３９８８７４９８…に近づい

ていっています。この数は…そう、黄

金比なのです。

ですから、図１の正方形を並べた

図も、どんどん正方形を増やしていく

と、どんどん図形は大きくなっていき

ますが、その外側の形は黄金比の長

方形に近づいていきます。

松ぼっくりやサボテン以外にも、ひ

まわりの種の並びでも、フィボナッチ

数列の隣り合わせの２つの数になっ

ているものが多いのです。他にもこの

ような並びになっているものがない

か、探してみてはいかがでしょうか。
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